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本論文は、“A Composite Indicator for Assessing National Science, Technology and 
Innovation Performance: New Approach Focusing on Cross-Sector Linkages”（科
学技術イノベーションのパーフォーマンス評価指標：セクター間リンケージに焦点を





第 2 章“Theoretical Framework”は，上記の課題を踏まえ，本論文の研究目的について，包括的
な科学技術イノベーションのパーフォーマンス評価にふさわしい測定可能な合成指標を提案し，その
有効性や具体的な利用方法を示すことであると述べる． 




第 4 章“Developing a composite indicator”は本論文の提案する合成指標 STIPI を提案してお
り，これを構成する 5 領域 21 種類の指標の定義及びデータ源と，合成指標の具体的な計算方法が述
べられる． 
第 5 章“Verification of STIPI”は STIPI の有効性についてのべており，15 カ国を対象として，
既存の三つの合成指標及び OECD 等の国別評価報告書との比較検討を通じて，STIPI による評価
が，総合的な経済パーフォーマンス評価との一致度が最も高いことが示される． 
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